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要旨 
  
細胞は本来、細胞増殖、分化、アポトーシスなどを制御する信号を細胞外表面から細

胞内部の核へと伝達するシグナル伝達機構を有するが、がん細胞においてはゲノム異常/遺
伝子変異の蓄積により、増殖制御を逸脱することが知られている。そして、これら正常細胞
と異なるがん細胞の特徴を標的とする治療が分子標的治療と呼ばれており、特にゲノム異
常を標的とした治療ががん薬物療法においては重要な役割を担っている。 
プレシジョンメディシンの推進においては、個々の患者におけるゲノム異常を明らかにし、そ

れに基づく最適な治療選択を行うことが重要である。クリニカルシーケンスの臨床導入が進
み、その結果を解釈するためにも、ゲノム異常によってもたらされるシグナル伝達の変化を理
解することが、がん医療従事者にとっては不可欠となっている。 
本講義においては、ゲノム異常を含むがん細胞の特性とシグナル伝達機構について概説

し、これらを標的とした治療について解説するとともに課題についても紹介したい。 


